
５－（１）本委員会設置の目的について 

 

１．委員会設置の背景・目的 

〇文化財保護法の改正（平成 31 年４月） ⇒ 文化財の「活用」の重視 

   ※文化財の「保存」と「活用」＝文化財保護の２本の柱 

→・文化財保存活用地域計画の策定（文化財保護法第 183 条の３） 

・記念物保護に関わる計画：「保存活用計画」（文化財保護法第 129 条の２） 

 

 〇「史跡等・重要文化的景観マネジメント支援事業報告書」（文化庁、平成 27 年３月） 

史跡の価値を知った上で、地域住民・来訪者を巻き込んだ広範な議論と実践

により、計画の見直し、再策定のサイクルを高度な段階へと発展させる。この

行為を通して、地域社会の活性化・発展が促進される。 

 

 → 久留倍官衙遺跡の活用事業も、史跡の適切な保護（保存と活用）を図り、もって

現在および将来の市民の文化的向上に資することを目的とする。 

  

２．委員会の役割 

（１）短期 

   ・当年度事業に関する評価 

   ・次年度事業計画に関する意見交換 

   ・その他各専門分野にかかわる意見交換 

（２）長期 

   ・四日市市文化財保存活用地域計画に則った、久留倍官衙遺跡保存活用計画の見

直しにかかる検討 

   ・長期的展望に立った史跡の整備・活用について（展示替えなど）の検討 

 

３．委員会の年間スケジュール（予定） 

  ８～９月 次年度事業計画に関する意見交換 

  ３～４月 当年度事業に関する評価（アンケートの実施） 
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５－（２）過去の実施事業および令和３年度事業予定報告 

久留倍官衙遺跡公園活用 
 

平成２６年度 

○講座及び展示会の実施 あさけプラザ 講座4回  展示会 10月1日～11月29日 

○久留倍遺跡運営委員会主催 11月16日「久留倍遺跡まつり」への協力 

 

 

平成２７年度 

○「久留倍遺跡まつり」 11月8日 あさけプラザ 主催：久留倍遺跡まつり実行委員会 

第１部 講演「史跡公園の整備報告」 講師 本課職員 

   第２部 講演「壬申の乱」とは    講師 玉城妙子（古代史研究家） 

   第３部 歴史ドラマ「壬申の乱」 出演 朝明中学校第１学年歴史グループ60人 

○久留倍官衙遺跡シンポジウム 

古代史のロマン 謎の『久留倍官衙遺跡』～壬申の乱・聖武天皇の東国行幸に関連して～  

開催日：2月4日 三重テラス２Ｆ  

   基調講演：「律令国家と久留倍官衙遺跡」 佐藤 信（東京大学大学院教授） 

「久留倍官衙遺跡の概要と整備計画」 本課職員 

        「久留倍官衙遺跡とその展開」    本課職員 

   パネルディスカッション：「久留倍官衙遺跡を語ろう」 

○久留倍官衙遺跡講座及び展示会の実施 あさけプラザ  

  講座4回 講師：本課職員 10月毎週土曜日 

     「久留倍官衙遺跡と全国のほかの事例」 

「ワークショップVol.２ すずりを作ろう」 

    「久留倍官衙遺跡をめぐる諸問題～壬申の乱、聖武天皇の行幸に関連して～」 

「八脚門の復元検討」 

国指定史跡 久留倍官衙遺跡出土品展 10月1日～12月25日 ～古代の朝明郡内の遺跡から～ 
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平成２８年度 

○ＰＲのためのホームページ作成 

○「久留倍遺跡まつり」  11月6日  四日市市文化会館  主催：久留倍遺跡まつり実行委員会 

第１部 久留倍の地によみがえる古代ロマン「史跡公園」整備計画について（報告） 

第２部 今！知る史跡の魅力壬申の乱及び聖武天皇行幸と「久留倍官衙遺跡」 

皇學館大學教授 岡田 登（講演） 

     第３部 地元朝明中学校生徒が魅せる！久留倍の古代史ドラマ「大海人皇子久留倍を駆ける」朝明中

学校第１学年歴史グループ 

○久留倍官衙遺跡連続講座及び展示会 あさけプラザ  

講座4回 講師：本課職員 10月毎週土曜日 

 「久留倍官衙遺跡の成立前夜」（第1回） 

  「久留倍官衙遺跡はなぜ役所か」（第2回） 

  「壬申の乱と久留倍官衙遺跡をめぐる一考察」（第3回） 

      久留倍官衙遺跡ワークショップ 

親子ワークショップ「平安時代のお菓子！亥の子餅をつくろう」 

     展示 「久留倍官衙遺跡出土品展～古代朝明郡内の遺跡から～」10月1日から12月22日 

○国指定史跡斎宮跡」及び「国指定史跡久留倍官衙遺跡」に関する事業連携協定 

                               （平成28年11月25日） 

   「久留倍官衙遺跡と斎宮跡」連携事業 パネル展』 

そらんぽ四日市（四日市市立博物館）12月6日～1月29日 

     明和町 さいくう平安の杜     12月16日～１月29日 

 

平成２９年度   歴史館来館者数789人（3／25～3／31の１週間） 

☆くるべ古代歴史館オープン 平成30年3月25日 

○「久留倍遺跡まつり」11月3日(金・祝)開催 四日市市文化会館 参加者380名 

第1部 シンポジウム 第２部 パネルディスカッション 

講師：佐藤 信（東京大学大学院人文社会系研究科教授）、東野治之（奈良大学名誉教授・日本学士院会

員）、市 大樹（大阪大学文学研究科准教授）、本課職員 

○久留倍官衙遺跡学習講座及び展示会 あさけプラザ 

講座 計3回（10月土曜日） 

「国指定史跡久留倍官衙遺跡の整備」  

 親子ワークショップ「古代の四日市名物『黒鯛』を食べよう!」                            

「四日市市久留倍官衙遺跡と壬申の乱・聖武天皇の東国行幸」  

   展示 「国指定史跡 久留倍官衙遺跡出土品展」10月7日～12月21日 

○「国指定史跡斎宮跡」及び「国指定史跡久留倍官衙遺跡」に関する事業連携協定関連事業 

   ・「壬申の乱と斎宮」 四日市市立博物館 講座室 （11月25日）                             

・「斎宮と壬申の乱」 さいくう平安の杜 西脇殿 （2月3日）                              

○くるべ古代歴史館開館記念展「壬申の乱ゆかりの地～吉野・宮滝～」 3月25日～5月13日   
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平成３０年度  歴史館来館者数5,991人（累計6,780人） 

○くるべ古代歴史館開館記念 

 ・展示「壬申の乱ゆかりの地～吉野・宮滝～」3月25日～5月13日     

 ・記念講演会                      

上野誠（奈良大学教授）「歴史と歌と－久留倍の里から」 あさけプラザ4月21日 参加者276名 

○企画展 

・「古墳時代のくるべ展」 5月17日～7月8日  

・「蹴鞠～古代のサッカー～」7月11日～9月2日  

   蹴鞠会   平成30年7月29日（台風のため中止） 

・「くるべの御屋敷？大矢知山畑遺跡展」 9月５日～11月18日  

・「聖武天皇の東国行幸ゆかりの地～伊勢・河口～」11月22日～12月16日   

・「古代の「門」」 1月31日～4月7日   

○講演会 

「平城京脱出大作戦～伊勢旅行✈の真相を探る！」（大矢知地区市民センター） 

山中 章（三重大学名誉教授） 12月15日 

○体験 

・夏休み企画 勾玉を作ろう！ 7月22日、8月10日（対象小学校4年生～中学校3年生） 

・夏休み企画 壬申の乱の日イベント 7月29日（日）（台風のため中止） 

・くるべで勾玉をつくろう 11月24日（対象小学校4年生以上） 

・くるべで火をおこそう  12月8日（対象小学生以上） 

・ペーパークラフト くるべの「門」をつくろう！ 3月10日（対象小・中学生） 

○「久留倍遺跡まつり」 11月11日           

くるべ古代歴史館周辺史跡ウォーク及びあさけプラザでの講演会 

 ウォーク 参加者115名 

講演会 朝倉由希（文化庁地域文化創生本部研究官、四日市市文化財保護審議会委員） 

「遺跡と地域の幸せな関係～みんなで守り活かして育てよう、地域の宝～」 参加者65名 

○八脚門復元建設現場見学会（3回）  

第１回 11月11日  第２回 １月19日  第３回 3月23日 

○くるべ古代歴史館開館1周年記念講演会＆八脚門現場見学会  3月23日  

講演会 箱崎和久（奈良文化財研究所 都城発掘調査部 遺構研究室長・久留倍官衙遺跡整備検討委員

会委員）「八脚門の復元と古代建築の見かた」あさけプラザ 参加者295名 

八脚門復元建設現場見学会 参加者261名 

○あさけプラザとの連携  

・久留倍官衙遺跡とその時代ウォーキング 4月29日  

・ワークショップ「久留倍官衙遺跡出土品復元 すずりを作ろう！」10月 20日                  

・久留倍官衙遺跡出土品展 10月3日～12月24日  
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令和元年度（平成３１年度）  歴史館来館者数3,834人（累計10,614人） 

○企画展（4回） 

・春季企画展「壬申の乱ゆかりの地Ⅱ～宇陀・阿騎野～」 4月17日～6月9日 

・夏季企画展「古代衣装の彩り～色のレシピと藍染～」 7月3日～9月16日 

・秋季企画展「古代朝明郡の神と仏～船木氏とその信仰～」10月30日～12月15日 

・冬季企画展「弥生時代のくらし～久留倍遺跡のとなり、山奥遺跡のムラ～」 1月22日～3月8日 

出張パネル展示 

・「古代の『門』」（三浜文化会館） 6月19日～7月12日 

○講演会 

「壬申の乱と古代寺院－大和からみた北伊勢の寺院造営－」（あさけプラザ） 

大西貴夫（奈良県立橿原考古学研究所） 6月1日  

○体験 

史跡地イベント 

・八脚門をくぐろう（完成した八脚門の見学）年4月27日  

・八脚門をバックに古代衣装を着てみよう  同日         

  歴史館イベント 

・ゴールデンウィーク企画「くるべで勾玉をつくろう！」 4月29日  

・ゴールデンウィーク企画「菖蒲の葉っぱをもらおう」 5月5日  

・夏休み企画「久留倍官衙遺跡で自由研究！～古代の役所のお仕事体験!?～」7月25日・31日  

・夏休み企画「弥生土器のもようをうつしとろう」 8月7日  

・夏休み企画「ハンカチを青く染めよう！」 8月9日  

・秋季企画「くるべで勾玉をつくろう！」 9月8日・15日  

  ・冬季企画「くるべで火をおこそう！」 12月14日  

「ペーパークラフトで古代の「門」をつくろう！」 2月22日  

・冬季企画「くるべで勾玉をつくろう！」 3月15日 中止 

○「久留倍遺跡まつり」（くるべ古代歴史館及びあさけプラザ）11月17日 

  午前：ウォーク 久留倍官衙遺跡周辺史跡 参加者89名 

  午後：講演会  黒崎 直（大阪府立弥生文化博物館名誉館長）参加者203名 

○くるべ古代歴史館 来館者数1万人達成記念イベント 12月14日 １万人目 川越北小学校１年生 

○あさけプラザとの連携 

・久留倍官衙遺跡とその時代ウォーキング 4月27日  

・ワークショップ 親子スイーツ～くるべの倉を作って食べよう 8月3日  

・久留倍官衙遺跡出土品展 10月１日～11月29日 

○明和町斎宮跡連携事業 

出張パネル展示及び展示解説会（さいくう平安の杜）9月28日～10月14日 
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令和２年度  歴史館来館者数5,937人（累計16,551人）※3月15日現在 

☆久留倍官衙遺跡公園グランドオープン 令和２年11月１日 

○「久留倍官衙遺跡公園オープンイベント」式典・観月会（音楽会） 11月1日 

 式典出席者18名、一般公開来園者約1,000名、記念コンサート 参加者約350名 

○企画展 

・春季企画展「動き出した古代の朝明郡～菟上遺跡・西ヶ広遺跡～」中止 

・夏季企画展「調べてみよう！ 久留倍官衙遺跡のこれまでとこれから」7月16日（木）～9月6日（日） 

・秋季企画展「聖武天皇と久留倍～再現された正倉院の品々～」10月28日（水）～12月6日（日） 

○講演会 

・「壬申の乱と郡衙～久留倍官衙遺跡と弥勒寺官衙遺跡群～」（あさけプラザ） 田中弘志（元関市協働推

進部文化課長兼文化財保護センター所長）11月21日  

・「「万葉の花」で楽しむ くるべ古代歴史公園」（あさけプラザ） 片岡寧豊（万葉の花研究家）2月20日 

○体験 

・ゴールデンウィーク企画「くるべで勾玉をつくろう！」4月29日 中止 

・ゴールデンウィーク企画「端午の節句に菖蒲の葉っぱで髪かざりをつくろう！」5月5日 中止 

・夏休み企画「久留倍官衙遺跡をまなぼう！」8月8日・9日・16日 

・夏休み企画「弥生土器のもようをうつしとろう」8月5日 中止 

・夏休み企画「ハンカチを青く染めよう！」8月7日 中止 

・秋季企画「くるべで火をおこそう！」12月20日 

・冬季企画「ペーパークラフトでくるべの門をつくろう！」1月24日 

・冬季企画「くるべで勾玉をつくろう！」3月20日（土） 

○あさけプラザとの連携 

・藍染ワークショップ 8月 中止 

・久留倍官衙遺跡展示会「国指定史跡 久留倍官衙遺跡出土品展」 10月1日～10月30日 

○明和町斎宮跡連携事業 

・出張パネル展示（さいくう平安の杜）「久留倍官衙遺跡のこれまでとこれから」9月25日～10月14日 

○近隣市町村との連携事業 

・出張パネル展示（菰野町図書館）「久留倍官衙遺跡のこれまでとこれから」2月4日～2月14日 

○その他 

・四日市ＳＴＹＬＥ～久留倍官衙遺跡シンポジウム～（三重テラス）12月6日 
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令和３年度（予定） 

○「久留倍官衙遺跡公園開園1周年記念イベント」 11月上旬 

○企画展 

・夏季企画展「万葉集と万葉植物（仮）」 7月14日～9月5日 

・秋季企画展（公園開園1周年記念展）「久留倍官衙遺跡について（仮）」 10月27日～12月5日 

・研修室ミニ展示①「学校連携展示（仮）」 7月上旬～8月下旬 

・研修室ミニ展示②「ボランティア企画展示（仮）」 9月上旬～10月下旬 

・研修室ミニ展示③「一般来園者参加型木簡年賀状展（仮）」 1月上旬～2月下旬 

○講演会 ２回予定 

○体験 

・ゴールデンウィーク企画「勾玉づくり（仮）」 4月29日 

・ゴールデンウィーク企画「菖蒲の髪かざりづくり（仮）」 5月5日 

・公園活用企画「万葉植物観察会（仮）」 6月中旬 

・夏休み企画「自由研究講座（仮）」 7月下旬 

・夏休み企画「拓本体験（仮）」 8月上旬 

・夏休み企画「藍染め体験（仮）」 8月上旬 

・冬季企画「木簡年賀状づくり（仮）」 12月上旬 

・冬季企画「火おこし体験（仮）」 1月中旬 

・冬季企画「ペーパークラフトづくり（仮）」 2月下旬 

○あさけプラザとの連携 

・久留倍官衙遺跡とその時代ウォーキング 4月25日 

・藍染ワークショップ 8月 

・久留倍官衙遺跡展示会の実施 あさけプラザ「国指定史跡 久留倍官衙遺跡出土品展」 

 10月1日～11月30日 

○明和町斎宮跡連携事業 

・出張パネル展示（さいくう平安の杜） 9月下旬～10月中旬 

○近隣市町村との連携事業 

・出張パネル展示（朝日町） 1月下旬～2月中旬 
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久留倍官衙遺跡公園ボランティア活動 
平成２９年度 

○第１期 ボランティア募集  応募者36名  

養成講座（全７回）実施：オリエンテーション、基礎研修①「久留倍官衙遺跡の変遷」 

基礎研修②「朝明郡と役所の仕事」、基礎研修③「壬申の乱」 

        接遇研修、基礎研修④「聖武天皇の行幸」、事例研修  

 

平成３０年度 

○ボランティア活動  

 ・くるべ古代歴史館展示解説案内 

・体験支援 古代衣装、木簡、手織り（歴史館常時） 

勾玉作り、火おこし、ペーパークラフト 

・イベント支援 久留倍遺跡まつり、くるべ古代歴史館１周年記念講演会・八脚門現場見学会 

・日常管理 史跡地草刈り 

・研修3回 

 

令和元年度（平成３１年度） 

 ○ボランティア活動 

・くるべ古代歴史館展示解説案内、くるべ古代歴史公園解説案内 

・体験支援 古代衣装、木簡、手織り（歴史館常時） 

※新型コロナウイルス感染防止のため途中から中止 

勾玉作り、火おこし、ペーパークラフト、拓本、ハンカチ染め 

・イベント支援 久留倍遺跡まつり、くるべ古代歴史館来館者数１万人達成記念イベント 

・日常管理 史跡地草刈り 

・研修 3回実施、避難・消火訓練 

 

令和２年度 

○ボランティア活動 

  ・くるべ古代歴史館展示解説案内、くるべ古代歴史公園解説案内 

・体験支援 古代衣装、木簡、手織り（歴史館常時）※新型コロナウイルス感染防止のため中止 

勾玉作り、火おこし、ペーパークラフト 

・イベント支援 久留倍官衙遺跡公園オープンイベント 

・日常管理 史跡地植栽 

・研修 3回実施、救急講習 

○第２期 ボランティア募集  応募者18名  

養成講座（全７回）実施：オリエンテーション、接遇研修、久留倍官衙遺跡について、 

古代の役所について、壬申の乱・聖武天皇の東国行幸について、事例研修 
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（参考）他任意団体による久留倍官衙遺跡の活用 

［久留倍官衙遺跡を考える会］ 平成16年発足  三重大学人文学部考古学研究室と連携 

○出前講座・出張セミナー ○こども向け古代生活体験 ○壬申の乱ウォーク 

○シンポジウム  

  第１回 「朝明郡と二人の天皇」平成16年9月  

   永井路子（作家）、山中敏史（奈良文化財研究所）、倉本一宏（駒沢大学教授）、 

今津勝紀（岡山大学教授）、山中章（三重大学教授） 

第２回 「久留倍遺跡と朝明郡」 平成17年2月 

 岡田 登（皇學館大學教授）、山田雄司（三重大学教授）、山中 章（三重大学教授） 

第３回 「久留倍遺跡と朝明郡」 平成17年7月 

 岸 宏子（作家）、武田佐知子（大阪外国語大学教授）、直木孝次郎（大阪市立大学名誉教授） 

 山中 章（三重大学教授） 

第４回 「久留倍遺跡と朝明郡」 平成18年2月 

 八賀 晋（三重大学名誉教授）、馬 彪（山口大学教授）、山中 章（三重大学教授） 

第５回 「久留倍遺跡と朝明郡」 平成18年7月 

 清水 信（文芸評論家）、栄原永遠男（大阪市立大学教授）、山中 章（三重大学教授） 

第６回 「聖武天皇と則天武后」 平成18年11月 

 陳 良偉（中国社会科学院）、玉城妙子（古代史研究家・紀行作家）、山中 章（三重大学教授） 

 ○講演会 

  『久留倍官衙遺跡と朝明郡』刊行記念フォーラム 平成20年8月 

    山中 章（三重大学教授）、本課職員 

「聖武天皇東国行幸 都市交流サミット」（第１回四日市久留倍遺跡まつり） 平成20年11月 

    馬場 基（奈良文化財研究所）、熊﨑 司（津市教育委員会）、服部芳人（四日市市教育委員会）、 

    中島和哉（養老町教育委員会）、吉水眞彦（大津市教育委員会）、中島 正（木津川市教育委員会）、 

    苅谷俊介（俳優・古代史研究家）、玉城妙子（古代史研究家・紀行作家）、山中 章（三重大学教授）、

山田雄司（三重大学准教授） 

  「久留倍遺跡と北伊勢」（第２回四日市久留倍遺跡まつり） 平成21年11月 

「聖武天皇と万葉歌人と伊勢」（第３回四日市久留倍遺跡まつり） 平成22年11月 

    森 浩一（同志社大学名誉教授）、馬場 基（奈良文化財研究所）、山中 章（三重大学教授） 

「伊勢湾と木簡」 平成23年11月 

    高村武幸（三重大学准教授）、清水みき（三重大学講師）、今泉隆雄（東北大学名誉教授）、 

山中 章（三重大学教授） 

「伊勢国と東海道」 平成24年12月 

    山中 章（三重大学教授）、山田雄司（三重大学教授）、塚本 明（三重大学教授） 

  「世界の遺跡のヴァーチャルリアリティー」 平成25年10月 

    関口敦仁（愛知県立芸術大学）、山中 章（三重大学教授） 

「壬申の乱前後の伊勢・伊賀」 平成26年11月 
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    広瀬和雄（国立歴史民俗博物館名誉教授）、穂積裕昌（斎宮歴史博物館）、 

山中 章（三重大学名誉教授） 

  「平城京と伊勢」平成28年3月 

    山中 章（三重大学名誉教授）、佐藤 信（東京大学大学院教授） 

  「日本書紀と文學」平成28年11月 

    中川ゆかり（羽衣国際大学）、山中 章（三重大学名誉教授） 

「久留倍遺跡の過去・現在・未来」平成30年5月 

山中 章（三重大学名誉教授） 

 

［久留倍遺跡運営委員会］ 平成23年発足 

久留倍遺跡まつり 平成23年12月  

遺跡・史跡巡りスタンプラリー、街づくりフォーラム 岡田 登（皇學館大學教授）、本課職員  

久留倍遺跡まつり 平成24年11月  

遺跡・史跡巡りスタンプラリー、街づくりフォーラム 山田 猛（三重県教育委員会）、本課職員  

 久留倍遺跡まつり 平成25年11月  

遺跡・史跡巡りスタンプラリー、街づくりフォーラム 岡田 登（皇學館大學教授）、本課職員 

 



５－（２）過去の実施事業および令和３年度事業予定 

学校関係活用 
１．これまでの取り組み 

  ・平成３０年２月発行『小中学校における久留倍官衙遺跡の活用計画』 

  ・令和２年度から始まった「四日市市新教育プログラム」（資料３－２）の柱６「四日

市ならではの地域資源活用プログラム」に係る指導案や出張体験講座メニューを作

成。 

 

２．学校の活用実績（令和２年度） 

日付 学校名 学年 内容 備考 

R2.6.5（金） 大矢知興譲小学校 ２年 生活科町探検  

R2.11.6（金） 朝日小学校 ３年 遠足  

R2.11.11(水) 朝明中学校 １年 久留倍官衙遺跡

の解説 

出前授業 

R3.1.21（木） 大矢知興譲小学校 ６年 展示・公園見学  

R3.2.2（火）、 

2.5（金） 

八郷小学校 ６年 勾玉体験講座 出前授業 

R3.2.19（金） 内部小学校 ６年 勾玉体験講座 出前授業 

R3.2.22（月） 内部小学校 ６年 社会見学  

 

３．学校や関係機関へ社会教育・文化財課からの提案実績 

日付 学校及び団体名 提案内容 備考 

R2.11.11(水) 四日市市教育委員会 

教育懇談会 

委員視察・久留倍官衙遺

跡公園の活用等につい

て説明 

 

R3.1.6(水) 八郷小学校 朝明中学校区における

保・幼、小、中学校での学

習活動例や木簡をテーマ

にした具体的学習活動例

の説明 

冬季休業中に社

文課が各学校を

訪問し、管理職の

先生方へ活用依

頼をした 

R3.1.7(木) 大矢知興譲小学校 

朝明中学校 

R3.3.11(木) 第 11回  

小・中学校校長会 

体験講座メニューや社会

見学・遠足での利用依頼 

 

 

４．その他 

・今後北部地域の各小・中学校へ訪問し、久留倍官衙遺跡公園の活用を依頼したい。 

資料３－１ 








